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1. は じ  め  に

都市基盤安全工学国際研究センター (ICUS)で は現存

する構造物の性能を評価する手法の開発,地 震,洪 水,火

災などの災害シミュレーションおよび災害対策手法の提案

およびこれらの評価を実施するうえで必要不可欠となる情

報収集技術の開発の観点から日々検討を行っている。本特

集号は,こ のような目的のもとでわれわれ ICUSの メンバ

ーが積み上げてきている研究の一端を紹介するものである

が,本 稿では研究解説,研 究速報では紹介できないICUS

の活動を簡単に報告する。

2. RegiOnal Network Office for Urban Safety O活動

都市の安全については我国のみならず諸外国においても

重要な問題であり,あ らゆる災害に対 しても十分対処でき

るような合理的システムとして成立しているとはいえない

のが現状である。しかし,何 時生 じるかもしれない災害の

ために,大 量の経費をかけることが望ましい方策では無い

ことは容易に想像できる。また,例 え現状では災害に対す

る抵抗力が十分である都市でも,経 年劣化によりその安全

性が脅かされるようになってもいけないことになる。そこ

でICUSで は,ア ジア諸国の都市地域を対象とした構造物

を含めた地域脆弱性の継続的定量評価手法の提案とそのた

めのデータベースの構築を目的とした国際共同研究を目的

として,平 成 14年 10に タイ国バンコク郊外のアジアエ科

大学院社会基盤工学部 (AIT,SCE)内 にリージョナル ・ネ

ッ トワーク ・オフィス (海外拠点 :Rcgional Network

Office for Urban Safeけ:RNUS)を 設置した。この海外拠

点の設置に対しては東京大学の学術研究奨励資金による海

外学術交流拠点設置 ・運営経費の援助を得た.

このRNUSで は,上 記の検討をアジア諸国にも適用す

るとともに,地 域特性などを手巴握することで,グ ロ
ーバル

なシステムとして改良していくために実施するための検討

を行っている。本研究の対象エリアである東アジアや東南

アジア地域では,地 震災害ばかりでなく,毎 年発生するこ

との多い水害,火 災,さ らには設計基準の不備,不 十分な

施工管理や維持管理等に起因する各種構造物の脆弱性も大

きな問題となっている.早 急にこれらの問題に対する解決

策を提示しない限り,今 後,こ れがアジア諸国に対して社

会的 。財政的に大きな問題を与えることは自明である.こ

れらのことを踏まえ,こ の海外拠点ではAITな らびに近

隣のタマサート大学やチュラロンコン大学と共同で各種の

研究を行っている。ネットワークオフィスRNUSを 拠点

として空間情報ならびにと構造物調査が行われ,水 害に関

する研究は主にダッタ助教授がAITと共同で,ま た既設

構造物の安全性に関する問題については加藤講師がタマサ
ート大学と共同で研究を実施しており,既 にいくつかの研

究報告書も発表している。

3.ア ジアの巨大都市の安全性に関する国際シンポジウム

平成 14年度にタイ国バンゴクにおいてAITと共同で開

催した 「Intcrnationd Symposium for Urban Safety of Mc.・a

Cides in Asia」に引き続き,第 2回の国際シンポジウムを

平成15年 10月に東京大学山上会館で開催した (写真 1,2

参照)。このシンポジウムでは平成 15年度に採択された
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出
"(拠
点リーダー :大垣員一郎)の テーマとも合致 した

ため共同開催となった.諸 外国も含め 150名以上の参加者

があり,成 功裏に終了することができた。なお,こ のシン

ポジウムでは9名 の著名な先生方をアジア諸国から招待す

ることができ,シ ンポジウムの後も我国をエンジョイする

ことができたものと思われる。

3.サ ステナブル構造システム研究委員会 (生産技術研究

奨励会)

中長期的な視′点から,今 後の社会基盤施設のサステナビ

生 産 研 究

リテイーを実現するために必要な技術に着目し,社 会に提

言 していくことを主目的として民間企業 16社 とともに研

究委員会を行っている。本研究委員会では研究期間を平成

16年3月までの2年とし,5つ のWG(① 老朽化構造物,

②地球環境,③都市環境,④防災,⑤モニタリング技術)

から構成され,テ
ーマごとに検討を進めるとともに,最 終

的に全体を包含した提言を取 りまとめた.こ の内容につい

ては生産技術研究所の公開時や特別な講演会を通じて公表

していく予定であり,写 真 6に示す 5冊 の報告書にまとめ

た。なお,報 告書は希望者に対し生産技術研究奨励会から

実費で購入することができる。

4.お わ り に

Icusも 4年 目を迎え,昨 年末で退官された高橋建文客

員教授にかわり新たに天野玲子客員教授が 3月から着任さ

れセンター全体としての具体的な研究活動を開始した。本

特集号では,構 造物の最新の診断技術,地 震,洪 水,火 災

のリスクマネージメントおよびシミュレーション技術,空

間情報計測の新技術を紹介している。なお,今 回の特集号

では,一 部の活動報告しか行えないが,こ れからもニュ
ー

ス レター, ホ
ームページ (http://www.icus―incedc.iis.u―

tokyo.acjp)や生産研究などを活用して,我 々の活動を報

告していく予定である.
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